
 

令和４年度 新潟市犯罪のない安心・安全なまちづくり推進協議会 議事録 

開催日時 令和５年２月６日（月）午後２時～午後３時４０分 

場  所 新潟市役所 本館３階 対策室１～３ 

出 席 者  

委 員 

野口委員  佐久間委員  髙𣘺(誠)委員  高橋(伸)委員  

 村山委員  西村委員   中野委員    保坂委員  

脇屋委員  齋藤委員           計１０人 

事務局 
 市民生活部長 市民生活課長  

安心・安全推進室長 同室主査 同室主事  計５人 

議 事 

次第 

１ 開会 

２ 市民生活部長あいさつ 

３ 議事 

４ その他 

５ 閉会 

 

会議内容 

□市民生活部長 
＜あいさつ＞ 

 

□脇屋委員 

＜新任委員としての自己紹介＞ 

 

□事務局 

 それでは会議に移ります。本日は１１名の委員のうち、過半数となる１０名

の皆様からご出席をいただきましたので、本協議会規則により会議が成立して

いることをご報告申し上げます。なお、本協議会は本市の附属機関等に関する

指針により公開させていただいております。それでは議事に入りたいと思いま

す。新潟市犯罪のない安心・安全なまちづくり推進協議会規則第５条の規定に

より、野口会長より議事の進行をお願い致します。 

 

□議長 

 今ほどご紹介いただきました会長の野口であります。よろしくお願い致しま

す。本日の議長を務めさせていただきます。これより次第に従いまして議事の

進行を進めていきたいと思いますが、本日の協議会、午後３時３０分の閉会の

予定となっておりますので、円滑な議事進行につきまして、ご協力をいただき

たいと思います。よろしくお願い致します。 



 

 それでは、次第に沿って進めさせていただきます。 

それでは、次第の議事の（１）令和４年の新潟市犯罪発生状況について、事

務局から説明をお願い致します。 

□事務局 
＜議事(１)令和４年の新潟市犯罪発生状況について説明＞ 

 

□議長 

 はい、ありがとうございました。ただいまの事務局からの説明につきまして、

何かご質問、ご意見がございましたら、発言をお願い致します。 

 特によろしいでしょうか。そうしましたら続けて進めさせていただきたいと

思います。 

 次に議事の（２）第６次推進計画における数値目標の達成状況について、事

務局から説明をお願い致します。 

 

□事務局  

＜議事(２)第６次推進計画における数値目標の達成状況について説明＞ 

 

□議長 

 はい、ありがとうございました。ただいまの説明について、ご質問、ご意見

がございましたら、よろしくお願い致します。 

 よろしいでしょうか。はい、そうしましたら議事を進めさせていただきます。 

 次に議事(３)の第６次推進計画の取り組み状況と重点取り組み事例等につい

て、事務局から説明をお願い致します。 

  

□事務局 

＜議事(３)第６次推進計画の取り組み状況と重点取り組み事例について説明＞ 

 

□議長 

 はい、ありがとうございました。ただいまの説明につきまして、ご質問、ご

意見がございましたらお願い致します。特によろしいでしょうか。そうしまし

たら議事全般について、ご質問、ご意見等ございましたらお願いできればと思

いますけどもいかがでしょうか。 

 髙𣘺委員どうぞ。 

 

□髙𣘺(誠)委員 

中央区自治協の髙𣘺と申します。 

資料３－２の冊子の方で、前回も私言ったんですけど、市民生活課、市民協

働課ということで、いっぱいあるんですけど。         

まずですね、皆さんのベスト、チョッキとあと帽子、防犯活動に使うのです

が、市民生活課のほうに私問い合わせしたんですけども、支援活動補助金のと

ころで、帽子が補助金対象になってないんですよ。 

ベストはいいんですけど、支援活動補助金の中で、帽子が支援活動補助金の

対象外というのはどうしてですかと。 



 

普通だったら、さっきの写真にあったように活動を増やすためにされていた

ところで、一番最後の西蒲区の方々がやっていますよね、ベストと帽子一体型

になっているんですけど、なんで帽子が支援活動補助金の対象外になっている

のかが一つです。 

 それから、あと防犯カメラ、２８ページの防犯カメラですけれども、一昨年

度でしょうかね、補助金が６分の５だったはずですけど、小針の痛ましい事件

があってから３年経ったら、突然、補助をやめるというふうになって、その風

化が考えられると。 

その事件の風化が考えられるとのことで、６分の５だったものを元に戻して

欲しいということで、私、提案したのですが、その後もまだ２分の１、その後

事件が解決に変わったか分んないですけども、警察の脇屋さんもそうなんです

けど、私たち警察と協力した防犯協会は、防犯カメラがすごく大事だというこ

とも認識しておりました。 

よって、いま地域課のほうかな。各区の地域課のほうで、この防犯カメラの

補助金が出るとは思うんですけども、ちょっとこれでまだ１６団体しかないと

思うんですけど、６分の５であればまだまだ防犯カメラを付けたいというとこ

ろがあったと思うんですが、その点二つ目ですね。 

 それから、あと脇屋さんのほう、警察のほうですけど、１０ページですけど、

各地区の青少年育成協議会というのが学校側と一緒にやっています。コミュニ

ティ・スクールとやっているんですけれど、ようは子どもの犯罪っていうのが

あんまりにも、小中学生あんまりに無いように思われますが、今までも警察、

地域課とか生活安全課の方々が、この育成協に入っていなかったんですよね。 

であれば、今後子ども達、これだけ凶悪犯が大分成年になるとあるんですが、

子ども達の教育のために１０ページのところですけど、青少年育成協議会にも

警察の方々が入っていただいて、色んな子ども達に対応するような、注意喚起

するような意見の場を警察も持っていただきたいなと思っております。 

 とりあえず、私の方は以上です。 

 

□議長 

 はい。ありがとうございました。そうしましたら帽子についての対象の部分

と防犯カメラの補助に関する部分について事務局で回答できる点がございま

したら、ご回答いただけますか。 

 

□事務局 

 はい。ご意見をいただきましてありがとうございました。市民生活課の所管

の部分に関しますと防犯パトロール用べスト、帽子については、先ほども少し

説明させていただきましたが、にいがた防犯ボランティアネットワークに登録

をされたかたに対して、新潟市防犯パトロールと書いてあるような物になりま

すけども、そちらの帽子、ベストについては、１団体あたり１５着程度という

ことで、貸出を行っております。髙𣘺委員がおっしゃるところについては、地

域活動補助金の部分になりますでしょうか。はい。そちらについては、市民協

働課さん、お答えいただいてもよろしいでしょうか。 

 

□市民協働課 

 市民協働課の長谷川です。地域活動補助金で、帽子が対象外だということに

ついてなんですけれど、ご存じのとおり、地域活動補助金というのは様々な活

動にいま補助をしているところでして、いまコロナのほうで活動がちょっと下

回った、一時多かった時期よりも下回っているところではあるんですけれど



 

も、元年度マックスの時には予算結構ギリギリだというところで、対象経費の

ほうを整理させていただいているところです。 

それで、こちらの市民生活課のにいがた防犯ボランティアネットワークに登

録いただくと、ベストと帽子を貸与していただいているということですので、

専門の補助があるというところには、そちらのほうでやっていただきたいなと

いうところもありまして。 

現在、ベストの方が、声があるというところで対象にしている部分はあるん

ですが、帽子については対象外とさせていただいているところです。 

 

□議長 

 髙𣘺委員、どうぞ。 

 

□髙𣘺(誠)委員 

 いつも担当のかた明確な回答じゃないんですけれども。ベストより帽子で、

例えば、犬の散歩の時、女性が帽子被ったり、ベストというとすごく敷居が高

いんですよ。ベスト着て、もうやっていますというような。 

日常にするには帽子を被っていた方がいい。例えば、さっき腕章のところも

ありますよね。腕章とか帽子被っている女性の方が多いんですよね、ベストよ

り。そういうところ、前の担当のかたにも聞いたんですけれども、なんで帽子

はだめなんですか。ベストはよくて帽子だめだっていうのは、何回もそれで、

市民生活課の方達と市民協働課の方達と話しているんですけれども。 

正味一体的に買っていると思うんですよね。私達は３１自治会で、１００人

位の方達が活動しています。全部帽子、ベスト、ちゃんと１名ずつに持たして

おります。それを地域活動補助金から捻出して出しているんですけど。 

それを今度帽子だけだめになると自腹ですよね。自腹というか、コミ協のほ

うからお金頂くんですけど。そこまでしてボランティア活動をしようと思いま

せんので、できれば、やはり行政のいただいたお金から、皆さんに協力しても

らうというのが、本当の姿ではないかなと。お金のことで大変申し訳ないんで

すけれど、是非、それをもっと検討していただいて、活動しやすいようによろ

しくお願いします。 

 

□議長 

 はい。今ほどの部分はご意見という形で伺えばよろしいですか。 

 

□髙𣘺(誠)委員 

 はい。意見ですね。 

 

□議長 

事務局は何かコメントありますか。 

 

□市民協働課 

 ご意見として、検討して参りたいと思いますので、よろしくお願いします。 

 

□議長 

 はい。この点はよろしいですかね髙𣘺委員。 



 

 

□髙𣘺(誠)委員 

 はい。 

 

□議長 

 はい。そうしましたら２点目の防犯カメラの関係については事務局から回答

ありますか。 

 

□事務局 

 はい。防犯カメラについてご意見いただきましてありがとうございます。 

防犯カメラの整備補助金ということで、令和元年度から令和３年度の３年

間、小針の事件を受けまして、それまで地域活動補助金の１メニューとしてあ

った防犯カメラになりますが、そちらを特出しする形で３年間の集中的な設置

の補助ということで行って参りました。    

それで、それからまた令和４年度から地域活動補助金の設備整備補助の１メ

ニューという形になりまして、対象とさせていただいておりまして、髙𣘺委員

のおっしゃるとおりで、補助率が２分の１ということになりますけれども、既

設の防犯カメラの更新、また対象の場所について、ごみの集積場等も対象にい

たしまして、こういう形での防犯カメラの設置補助については継続して、持続

的な補助金の形として行っているというところになります。 

いただいたご意見については、また市民生活部で協議させていただきますの

で、よろしくお願いいたします。 

 

□議長 

 よろしいですか、髙𣘺委員。 

 

□髙𣘺(誠)委員 

 はい。 

 

□議長 

 そうしましたら、もう１点の育成協への警察の対応という点の部分ですが。 

 これについては、県警察でご回答いかがでしょうか。 

 

□脇屋委員 

はい。この協議会への警察の参画というところでありますけども。 

ちょっと、私の主管でないものですから、直ちに「はい、分かりました。来

年から入ります。」というふうにはここではできませんけれど、持ち帰ってで

すね、担当部署のほうに報告して、今後検討していきます。 

 

□議長 

 はい。髙𣘺委員、よろしいですか。 

 

□髙𣘺(誠)委員 

 はい。 



 

 

□佐久間委員 

 はい。育成協に事に関して。 

 

□議長 

 はい。佐久間委員、関連の質問ということですので、よろしくお願いします。 

 

□佐久間委員 

 北区の自治協から来ているんですけれども。 

 私、育成協議会の一地域の会長をしていて、市の活動に参加しているので、

警察の参加についてなんですけれども、毎年７月に、非行防止・非行被害防止

キャンペーンというのがあって、新潟駅の周辺とか万代シテイの周辺で、子ど

も達の万引き防止とか流しインターネット利用制限の呼びかけとか、多くの市

民への啓発、非行防止活動への理解と協力を得るという目的で街頭ＰＲ大作戦

というのをやっているんですけれども。 

それには育成協のメンバーとあと県警さんから署員のかたがいらっしゃっ

て、あと、市の職員のかたも出てくださって、警察のキャラクター、コメみた

いな。あの子も出てくださって、そこで、結構子ども達が一緒に写真を撮った

りというので、新潟駅のコンコースの中でやっています。 

それで、万引き防止のチラシとか配らせていただいているんですけれども、

結構皆さん、手に取ってくださいますし、立ち止まってくださっているので、

警察のかたも育成協に関しては協力してくださっているというのを、いま聞い

て言わなくてはと思って、報告させていただきました。 

はい、以上です。 

 

□議長 

 はい。ありがとうございました。 

 はい。髙𣘺委員。 

 

□髙𣘺(誠)委員 

 今の点なんですけれども、今日もニュースでやっていますけど、よく防犯協

会で割れ窓理論といって、一つの窓が割れてたら、もう割ってもいいんだと、

全部割ってもいいんだと。そういうふうな撲滅じゃないんですけれど、防止す

るために、小さい時から、やっぱり犯罪に手を出したらもう一生台無しになる。

今回みたいな詐欺事件ですよね。そういうものをやっぱり、もうちょっと、こ

れだけ犯罪が増えたんだったら、そういうふうな部分で、私、コミュニティ・

スクールの会長もやっているんですけれども、そういう部分でやっぱり警察の

方々も本気出して子ども達に対して、もう本当に人生棒に振るんだよというこ

とを言っていただくような。 

会議、こうイベントの時は出ているとは思うんですが、会議の時っていうの

は出ているのは分かったんですよ、うちらの時も。 

そうじゃなくて地域の交番のかたでも結構ですし、署のかたでも結構ですの

で、是非、よろしくお願い致します。 

 

 

 



 

□議長 

 はい。ご意見ありがとうございました。他にはいかがでしょうか。 

 はい。佐久間委員。  

 

□佐久間委員 

率直な気になった点なんですけれども。資料３－１の新潟市における重点取

り組み事例で、各区からご説明いただいてありがとうございました。この各区

の取り組みに関しては、担当の区民生活課だったり、総務課だったり、そうい

うのって各区によって決められているのかなと。 

あと、予算ですかね。多分中央区さんとか南区さんって、結構な予算を使っ

ているのかなと思うんですけれども。予算の組み立てとか使い方に関しても、

各区に委ねられているのでしょうか。 

あの、取り組み事項が３つ大きくあがっているのに対して、区によっては、

全然子ども対象事件防止対策をされてないって思ったりもしたので、ちょっと

聞かせていただけたらと思います。 

 

□議長 

 はい。ありがとうございました。 

 事務局で回答できる部分ございますか。 

 

□事務局 

 ご意見いただきましてありがとうございます。各区の取り組みについてです

が、予算のほうは各区に人口の部分だとか加味してですね、予算配分して、各

区の特性に応じた、例えば、西蒲区だと、高齢化率が高いというところで、特

殊詐欺についてやっていかなければならないとか。そういう、各区の特性に応

じた啓発活動だとか、我々もこういう形で計画に３つ重点取り組み事項という

ことであげておりますけども、各区につきましては、各区の重点というものが

ございますので、そちらに応じた活動をしていただいております。 

 

□議長 

 佐久間委員、よろしいですか。 

 

□佐久間委員 

 はい。 

 

□議長 

 はい。その他にはいかかでしょうか。 

 はい。どうぞ、高橋委員。 

 

□高橋(伸)委員 

 西区の自治協委員の高橋と申します。 

いま防犯カメラのことも盛んに言われていましたが、西区ではいま総務課の

木部さんもいらっしゃっているんですが、ＩоＴを使った子どもの見守りとい

うことを、いま一生懸命進めようとしています。 

基地局となる事業所や商店、個人の方達を募り、子ども達に端末を提供して、



 

また私達一般人もそれに登録して、子ども達が通り過ぎた時に、その子ども達

の位置をちゃんと確認して、いま子ども達がどこにいるかというような、そう

いう画期的なことをやろうとしています。 
この詳しいことは、総務課の木部さんがよく説明してくださると思うので、

木部さん、ちょっとチェンジしてお願いしたいと思います。 

 

□議長 

 はい。それでは西区からお願いします。 

 

□西区 

 西区役所総務課の木部です。先ほど高橋委員からお話があったとおり、いま

ＩоＴを活用した子どもの登下校の見守り事業ということで、展開を検討して

おります。 

内容としましては、お守り位の小さいサイズの端末を小学生に無償で配布し

まして、先ほどおっしゃっていたように基地局というものがありまして、それ

をコンビニですとか、美容室ですとか、あと通学路上にあるお店とかにお願い

して置かせてもらいまして、そこに端末を持った子どもが通り過ぎると、位置

情報が記録されまして、常にＧＰＳで場所が分かるというものでは無いんです

が、通過した時の位置情報が記録されまして、万が一、保護者の方が「今日う

ちの子帰って来ないな。」ということになった時に、警察のほうにご連絡して

もらいますと、警察のほうで基地局、すれ違った時の位置情報、時間とかが見

れる様なシステムがございまして、最後に通り過ぎたのはどこかというのが分

かって、早期発見に繋がるというような取り組みというのを、いま西区で検討

しているところでございます。 

 

□議長 

 はい。ありがとうございました。 

高橋委員、よろしいですか。 

 

□高橋(伸)委員 

 はい。もう一つよろしいでしょうか。こうして各区の取り組みを見ています

と、高校生が一生懸命活動しているのが分かりますので、私達、ある程度年を

取った住民よりも、若い力をこれからはどんどん、学生さんの力をお借りする

などということもすごくいいのではないのかと思います。 

 学校にも、ちょっと働きかけて、興味のあるボランティアの方達を募って、

こういう活動に参加していただくというのは、本当にいいことだと思いますの

で、進めていただけるといいのではないかと思います。以上です。 

 

□議長 

 はい。ありがとうございました。他にご意見等ございますか。 

 はい。髙𣘺委員。  

 

□髙𣘺(誠)委員 

 中央区自治協の髙𣘺です。 

野口先生、それから脇屋さん、ちょっとお聞きしたいんですけれども。 

私ども中央警察署の防犯協会で、中央区の青田さんのご尽力のもと、固定電



 

話の録音機能の電話を６台設置して、抽選で設置させていただいたんですけれ

ども。実は、あの携帯電話でかかってくる、さっきも私のところにもきたんで

すけれども。皆さん、ｉＰｈоｎｅで録音機能がないのは、なぜか分かります

か。ｉＰｈоｎｅって録音機能がないんですよ。というのは、あの野口先生、

日本は録音して、勝手に録音しても裁判で証拠になるんですかね。外国は相手

に承諾を得ないと録音機能は証拠にできないらしいんですって。それで、ｉＰ

ｈоｎｅは世界中に出回っているからそういう機能が付いてない。付ける場合

は月に３千円とか４千円を払わないと録音機能ができないっていうのは、私、

アンドロイドからｉＰｈоｎｅに変えた時に、それが分かった時に、あっこれ、

今流行りテレグラム、テレグラムのね、今、犯罪で、あれ消えるらしいですね。

メッセージも録音も消えるということで、やっぱり犯罪を起こす人間って色ん

なこと考えると思います。 

そういう部分でとっさにきた時に、固定電話だったらいいんですけど、携帯

にきた時、たとえば、固定電話できて、次は銀行のところで携帯電話で多分お

話しすると思うんですけども、そういう部分で録音機能があれば、多分色んな

部分で、犯人の声だとか、色んな部分があるんですけど、本当に話は飛躍する

と思うんですけれども、県警本部から警察庁とか日本の国にちょっと提案して

もらって、日本ではそういうのは法律で大丈夫なんだよと。相手に承諾を得な

くても。今の録音は、皆さんから承諾もらっていると思うんですけど、そうい

う部分で証拠になるっていう部分では、携帯もそういう部分の文化っていうの

は、日本にはまだあるので、是非ｉＰｈоｎｅもそういうふうにしてもらいた

い。是非メーカーに県警本部からそういう部分で言っていただいたほうがいい

のかなと、ちょっと話が飛躍するんですけれども。 

 

□議長 

 はい。脇屋委員、なにかコメントありますか。 

 

□脇屋委員 

 あの、そういう声がありましたというふうなことぐらいは伝えますけど、さ

すがに一新潟県が法律を変えるような発言をするというのは、ちょっと。機会

があれば、ちょっと提案したいと思います。どうもありがとうございました。 

 

□議長 

 はい。私にも質問ということでしたが、民事と刑事でちょっと違うかなとい

うところがあるのかと思います。あの、刑事の場合ですと、秘密録音の証拠能

力いう問題が別にありまして、民事の場合ですと、相手の承諾がなく録音を取

ってもですね、例えば、民事のパワハラとか、ああいうところでは録音を取っ

ても、それは証拠価値として否定されないというのは、割と一般的です。 

それに対して、刑事に関しては、非常にその部分では証拠能力というものは

厳密にされておりますので、まあその部分では、ちょっと海外はだめというと

ころに通ずる部分が。刑事司法でありますから、脇屋委員がおっしゃたように

簡単になかなか変えられない部分というのもあるというのが事実かなという

ことを若干コメントさせていただければと思います。以上です。 

 はい。そうしましたら他にご質問、ご意見等いかがでしょうか。 

 はい。保坂委員、どうぞ。 

 

□保坂委員 

 感想と質問を混ぜてお願いします。この重点目標の取り組みの中の一番最初



 

になるんですが、子どもを対象とした事件の防止対策として、子どもの体験型

安全教室、これが大体１０年位前から始まったと思うんですが、ちょうど、今

の１年生、新１年生がその年にやり、そしてそれが毎年繰り返されることで、

今の６年生まで、この体験型安全教室、全部を通じて経験しております。 

なので、不審者対応避難訓練の時などは、これについた内容を話せば、いま

もう１年生から６年生まで全部がきちんと理解し、それに対しての不審者対応

みたいなものが子ども達の中にも浸透してきて、とても素晴らしい活動だと思

っているんです。 

 ただ最近、学校としては、やっぱりこういういい活動なので、なるべく４月、

５月、６月、入ってきた時に、直ぐやっていただけるとありがたいなと思うん

ですが、最近、全ての学校がやっていて、人数も大変多くなってきていると思

うので、その対応が難しいと思うんですが、年間を通じて、やっぱり、春先で

はなく、結構、秋口、冬の方にもこう流れてきているところがあるので、まあ

希望としてはできるだけ早くやってもらいたいんですが、やはり、そういう人

間の配置関係とか色々あるのかなと思いますので、その辺ちょっと教えていた

だければありがたいです。 

 

□議長 

 はい。事務局よろしいですか。 

 

□事務局 

 はい。ご質問ありがとうございます。いま丁度取りまとめていて、１０６校

の内、今回１０４校が希望するということでございます。取りまとめている中

で、やはり早ければ早いほど効果があるのかなというところで、なるべくそう

いった日程については、早めに対応させていただいているところであります

が、何分どうしてもクラスが多い学校があったりしますので、なるべく早めに

はしたいとは思いますが、どうしても秋口にかかってくるというのは、ちょっ

とスケジュール上致し方ない部分もありますので、ご理解いただければと思い

ます。以上です。 

 

□議長 

 はい。保坂委員、よろしかったでしょうか。 

 

□保坂委員 

 はい。ありがとうございます。 

 

 

□議長 

 はい。どうぞ中野委員。 

  

□中野委員 

 秋葉区で「地域で見守りプロジェクトぴいす金津」をしております中野と申

します。 

いま子どもの対象事件防止対策ということで、子どもの体験型安全教室のお

話がでてきましたけれども、大変いい取り組みだという話の後に申し訳ないの

ですが、私は実はこの取り組みは本当に効果があるのかなと、常々、正直思っ



 

ておりました。 

小学校に入ると、必ずこのランドセルを捨てて逃げるという訓練をするわけ

なのですけれども、実際、多分、脇屋さんよくご存じだと思いますが、子ども

の連れ去り事案というのは、無理やり連れ去られるというよりは、どちらかと

いうと言葉で上手くだまされて、子どものほうから自らついて行くということ

が、結構多いというふうに聞いているんですね。 

それで、私、実は大学生のころに犯罪被害に遭ったことがあります。後ろか

ら急に口を塞がれてという被害に遭ったことがあるんです。 

そんな時、私が例えば小学生だったとして、後ろからいきなりこう口を塞が

れて、ランドセルを捨てて逃げるなんてことは絶対に出来ないっていうのは、

自分の経験上分かるので、この訓練、どこでもやっているんですけれども、本

当に効果があるのかなと、今一度、ちょっと見直していただきたいなというふ

うには常々思っておりました。 

 あと、もう一つ意見としましては、各地域で見守りのボランティアさん一生

懸命活動されています。ただやはり高齢化が進んでおりまして、先ほどスマホ

の話も出たんですが、例えば、犯罪を見かけた時に、警察にすぐに連絡は出来

ると思うんですね。皆さん、携帯電話とかお持ちだと思うので。ただ、同じボ

ランティアのチーム、メンバーとか自治会長、町内会長さんだとか、そういっ

たところにタイムリーに一斉配信することが、皆さんできないんです。ＬＩＮ

Ｅが使えないとか、一斉メールの仕方も分からないというかたがすごく多いの

で、タイムリーに、例えば、刃物を持った男がいるっていう時は、もう一刻を

争うわけなんですよ。だから、早く皆さんに知らせたいんだけれども、その手

段が、意外に見守りのボランティアさんはお持ちじゃないのかなというふうに

思いますので、あの防犯だけじゃなくて、防災だとか色々なことに役立つので、

そういったスマホの知識っていうのも、ボランティア内で共有できるような機

会があると、より効果的なんじゃないかなというふうに思います。 

 

□議長 

 はい。ありがとうございました。事務局からコメントありますか。 

 

□事務局 

 はい。ご意見ありがとうございます。子ども安全体験型教室のやり方、効果

というところで、いまご意見いただきましたけど、私どものほうも、先ほど保

坂先生からお話があったように、毎年繰り返しながら、それで、その効果の検

証としましては、実際事件が起きた時にどうかというところまではなかなか難

しいのですが、それを受けていただいている各学校、先生がた、また生徒の反

応も含め、アンケートやご意見をいただきながら、そして、現在展開させてい

ただいているメソッドの監修者である宮田先生と年に１回顔合わせをして、実

際にやっているところを見ていただいて、ご意見いただきながら、そして、そ

れ以外の時でもですね、コロナもあって色々環境が変わってきている中で、や

はりそれに対応していかなくてはいけない部分もありますので、練り上げなが

らやっているところでございます。 

 その意見等をいただいている中では、いい方向に向かっているのかなという

認識はあるのですが、また、今回頂いたご意見等を踏まえ、他のところがどん

な形でやっているのかも含め、広い視野を持って検討させていただきたいと思

います。 

 それで、防犯ボランティア団体の中での、その伝達についての、そのギアと

いうか、メソッドですね。それに関しましても、私どものほうで防犯ボランテ

ィア団体さんに月１でメッセージを送らせていただいておりますので、そうい



 

う中で人数を把握しながら、また各区とも相談しながらですね、機会を捉えて、

伝達の方法を、ＬＩＮＥの使い方だとか、何かの機会にまた考えられればいい

なと思いますので、対応していきたいと思います。ありがとうございます。 

 

□議長 

 はい。中野委員、よろしいでしょうか。 

 

□中野委員 

 はい。 

 

□議長 

 他にはご質問、ご意見いかがでしょうか。 

 はい。佐久間委員、お願いします。 

  

 

□佐久間委員 

 北区自治協の佐久間です。 

子ども対象事件防止対策のところで、子を持つ母として、すごく最近感じて

いるのが、新潟市の教育委員会が小中学生に、令和３年１月からＧＩＧＡスク

ールということで、一人１台のインターネット端末が、子ども達小学校１年生

から持たされていて、それによってスマホの所持率もすごく上がっています。 

それで、私、高校３年生の子どもがいるんですけれども、高３、高１、小６

にいるんですけれども、高３の子の時って、中学校で持つか持たないかでけん

かしたりとかしたんですけれども、それでも持たせなかった、守れないと思っ

たので、私は持たせないよう一点張りしたんですけれども、いまは小２、小３

くらいからスマホを普通に持っている。普通に使いこなしている。それで、フ

ィルタリングをしていないっていうので、小学校５年生くらいの子に、助産師

をしているということもあって、講座みたいなのに行った時に、小５の子達か

らとんでもない発言があったりとかして、何か本当にインターネットから拾っ

てくる情報が多すぎるというのと、使い方を本当に分かっているのかなという

ところで、あの警察とかチラシを配ってもらったり、学校で講話を行っていた

だいたりっていうのが、結構、高学年、小学校５、６年生くらいからが多くて、

それより前の低学年くらいからそういうインターネット、ＳＮＳに関しての知

識というかを講話とかしてもらいたい、教育をしてもらいたいというのが、最

近本当に感じていて、犯罪も増えていますよね。 

なんか、小６とかで連れ去り事案があったりとか、新潟市もあると思うんで

すね。それで、ＳＮＳ、インターネットの使い方で揉めて、子が親を刺したと

か、静岡でも事件がありましたけれども、なんか犯罪がただこういうふうに誰

かに襲われるとか、そういう不審者の対峙だけじゃなくて、見えないところで、

インターネットとか、そういうＳＮＳの世界でもすごく増えているなっていう

のも、本当に最近感じるので、新潟市内でも事件がありましたし、だからそこ

ら辺も、ちょっとこの取り組みの中に入れていって欲しいなというところで、

これは一意見なんですけれども、かなりこれから、これからも増えていくだろ

うし、いま現に色んな問題が起きているんじゃないかなと思うので、ちょっと

真剣に取り組んでいただきたいというか、そこも視野に入れてもらいたいなと

いう意見です。 

 



 

□議長 

 はい。ありがとうございました。 

 事務局から何かコメントございますか。 

 

□保坂委員 

 すいません、事務局ではないのですが。 

 

□議長 

 それでは、保坂委員のほうから。 

 

□保坂委員 

ご意見ありがとうございました。それで、いま子ども達に、いま言われた様

にＧＩＧＡスクール推進事業というのが全国的に始まりまして、それに倣って

情報活用能力等の育成という意味で、これからはタブレットや端末を使えない

子ども達では時代に乗り遅れて行くということで、もう１年生から使い始めて

います。 

 ただなんですが、情報活用能力等が伸びる裏には、当然ですけども、それの

課題となるものがたくさんでてきています。 

 いま、校長会でも、生徒指導班、私、生徒指導部長をやっているんですが、 

生徒指導班やあとは研修委員やそういう校長会の一部で、そのタブレットを使

ったことによって、いわゆる課題となっている部分がどんな事があるんだろう

ということをきちんと話し合いまして、例えば、依存症が増えている、授業中

でもタブレットをいじりたがるとか、関係ないのにタブレットを出す、または

やってはいけないものをダウンロードしてしまうとか、そういうふうな問題が

出てきていますので、この後、教育委員会さんと校長会のほうで、それら等に

ついて、どんなふうな対策やこれからの取り組みができそうかということを話

し合う機会をいま計画している最中です。保護者の方達が望むような全てのこ

とが解決できるわけではないですが、やっぱり少しでもいい方向に行けたらい

いなというふうな取り組みを進めているということがあるということだけ覚

えておいてください。以上です。 

 

□議長 

 はい。佐久間委員。  

 

□佐久間委員 

 その学校側の取り組みは十分に分かっているんです。学校側や教育委員会が

一生懸命取り組んでいるのは実は知っていて、ちゃんと保護者向けのサイトみ

たいなのを立ち上げてくださっているなっていうのは分かっています。 

 ただ、それをこう市のほうでも、やはり安心・安全なまちづくり推進協議会

でも取り上げていただきたいというか、この中に入ってくる内容だなと、その

事件がただ単に不審者がうんぬんだけではないというところを、知能犯も増え

ていますよね。もしかしたら、いまの小学生達が大きくなる頃にはもっと出る

かもしれないので、もうちょっと、そのＳＮＳとかインターネット環境に対し

ての取り組みをこれから子ども達の対策の中にも入れて欲しいなというとこ

ろです。先生、ありがとうございます。 

 



 

 

□議長 

 はい。事務局、そういうご意見について、何かありますか。 

 

□事務局 

 はい。ご意見ありがとうございます。子ども達、特にいまお話が出たのが小

学生低学年からということなんですが、なかなかこの市役所の市民生活課とい

うところで直接の子ども達のチャネルというのが無いんですね。それで、その

中の一つの方法として、そのチャネルというとあれですけど、繋がる部分で教

育委員会があって、学校があってだと思うんです。なかなか、今おっしゃた話

を直ぐ小学校１年に向けて、メディアの使い方に注意が必要だというアナウン

スを出すというのが浮かばないところがあるんですが、今後の研究課題として

検討させてください。 

 
□議長 

 はい。佐久間委員、よろしいですか。 

 
□佐久間委員 

 ありがとうございます。 

 
□議長 
 はい。他はいかがでしょうか。 
 はい。村山委員、どうぞ。 

 
□村山委員 
 東区で地域包括支援センター山の下の管理者をしています村山と申します。 

 ６５歳以上の高齢者のかたのなんでも相談窓口として、新潟市から委託を受

けて、中学校区ごとにそれぞれの区にあるセンターです。 

 特殊詐欺について、今までお話がなかったので、ちょっと思ったことを感想

になるかもしれないですが、この活動の事例を拝見していると、老人会とか地

域のお茶の間とかコミュニティ協議会の集まりに参加しているかたへの働き

掛けが非常にたくさんあって心強いなと思ったんですが、山の下の地区でも詐

欺に引っかかるかたって、こういうところに行っていないかたもたくさんい

て、そういう地域から孤立して、寂しい心に付け込んで甘い言葉でだましてく

るということで、中には夕ご飯作って待っていたおばあちゃんもいらっしゃっ

たりして、なので、このある場所、高齢者がたくさん集まる場所に来ないかた

へも働き掛けができるように、私達のセンターがそれぞれやることも大事なん

ですが、なにかこう防犯という視点で市からなにかそういうアドバイスとか、

こういうふうにしたらいいという助言をいただければ、日々の活動に活かせる

かなと思いますので、よろしくお願いします。 

 
□議長 
 はい。ありがとうございました。 
 今ほどのご意見について、事務局よろしいですか。 

  



 

□事務局 
 ご意見ありがとうございます。直接そういった部分でご意見いただいている

のは各区の担当課というところでありますので、いま頂いたご意見をもとに、

またそういう呼びかけをできるような部分、そういったかたに届くようなやり

方というのを研究して参りたいと思います。ありがとうございます。 

 
□議長 
 はい。ありがとうございました。 
 そうしましたら、他にご意見等ございますか。 

 はい。西村委員、お願いします。 

  
□西村委員 

 商工会議所の西村です。 
あの色々ご活動されていまして、特殊詐欺についてご意見ございましたけ

ど、この重点取り組み事例の中の５ページに出ておりますですね、その他のと

ころで、中野小路たかまろさんの話、以前、私お聞きしたことがございまして、

その中で、最も効果的な方法というのが、いわゆる３ページの手法でも書いて

いるんですけれども、その留守番電話や防犯機能付き電話を活用しましょうと

いうところがあったんです。実際、お金がかかることではあるんですけれど、

具体的に電話でのやり取りということですと、防犯機能的な電話等の活用を、

もう少し効果的に呼びかけをしていただいたほうが特殊詐欺の抑止には繋が

るのではないかなと思いました。以上です。 

 
□議長 
 はい。ありがとうございました。事務局は何かありますか。 

 
□事務局 
 はい。ご意見ありがとうございます。西村委員のおっしゃる通りで、まさし

くこの防犯機能付き電話は非常に特殊詐欺に対して効果が高いということで、

私どもも防犯ボランティアのネットワーク通信とか街頭広報とかで事あるご

とに防犯機能付き電話について広報させていただいております。 
 今後もこういった防犯機能付き電話、非常に効果が高いということで、積極

的に広報をしていきたいと思っております。以上です。 

 
□議長 

 はい。ありがとうございました。他にご意見等ございますか。 
 はい。脇屋委員、どうぞ。 

 
□脇屋委員 
 いまの話題で特殊詐欺に皆さん関心を持たれているということは非常にあ

りがたく思っています。私、いま担当している部署にいるんですけれども、特

殊詐欺はですね。昨年までは、全国は増えていたんですけれど、県内は減って

きていたんです。でも、昨年はもう一気に増えたという事で、理由がとは言わ

れましてもはっきりとは言えませんけれども、多くなったのはこの表でありま

すとおりオレオレ詐欺と還付金詐欺、オレオレ詐欺は皆さん分かりますよう



 

に、家族をかたって、いわゆる子ども、孫をかたって、「お母さん、仕事で失

敗した。忘れ物した。ちょっと金かかるから。」などと言って、お金をだまし

取る。 
 あと、昨年非常に多くあったのが還付金詐欺。市役所職員をかたって、「還

付金の戻り金があります。これからＡＴＭに行けば、直ちに手続きできますよ。

ＡＴＭに着いたら電話してくださいね。」というような言葉にだまされて、Ａ

ＴＭに誘導されて、ＡＴＭで電話かけたら、犯人に言われるがままＡＴＭを操

作して、犯人の口座に移動する手口が増えてですね、昨年中から広報していた

んですけれど、被害の減少には至らず、非常に増加したというところです。 
 また、先ほど委員の方々から、老人会とかの会合に出てくるかたはこういう

ところでお話を聞けるんだけれども、そこに出てこないかたへはどう届ければ

いいのかなと、私達も必死に考えて、警察では、昨年、県民の意識調査という

のをやってですね、そこで、色々な意見を頂いて、まあ、行かなくても、いわ

ゆるそういう方々へ届くのは何かというふうなアンケートを取ったり、テレ

ビ、ラジオ、そういうところに使った方がいいんじゃないのというお言葉を頂

いているんですけれども、皆さん目にしたかどうかは分からないですが、年末

からまだ継続的にやっているんですけども、いわゆる民間の新潟の地方放送局

４局のところに、いつ出るかは分からないんですけれども、特殊詐欺の昨年の

特徴とか今の流行りの手口とか、あとはラジオですね、ＢＳＮラジオで、ＦＭ

ラジオで、いわゆるドライバーズゾーンという時間帯、いわゆる人が車に乗っ

ていることが多い通勤とか帰宅の時間帯、そこにラジオで流してですね、被害

防止広報をしているところであります。 
 また、先ほど防犯機能付き電話の活用がいいと皆さん言われて、非常にあり

がたいんですけど、新潟市以外もですね、新潟市さんもそうなんですが、各市

町村または防犯協会が連携して、防犯機能付き電話プレゼントキャンペーンと

いうふうなことをやって、６５歳以上のかたで応募していただいて、台数は各

市町村、団体によってはばらつきありますが、プレゼントするキャンペーンを

しています。 
あと、少しこの先ですけれども、県警といたしましても防犯機能付き電話買

おうぜ大使という方々を平成３０年からこれまで８名お願いして、防犯機能付

き電話の普及促進及び特殊詐欺被害防止広報をお願いしているということを

やっていまして、今週中ですけれども、これまでお願いしていた方々、都合の

付くかたをですね、一同に集合していただいて、これまでの活動の感謝とあと

これからの活動のお願いと、あと、県民のかた、また市民のかたにですね、や

はりこの特殊詐欺防止のメッセージをいただくというような広報の計画をし

ていますので、引き続きここにいる皆様の、警察のみだけではその特殊詐欺と

いうのは非常に厳しいものでありますので、ここにいる皆様のご協力を得て、

特殊詐欺の撲滅に努めて参りたいと思いますので、引き続きよろしくお願い致

します。 

 
□議長 

 はい。ありがとうございました。 
 はい。齋藤委員、どうぞ。 

 
□齋藤委員 

 いま、特殊詐欺の関係で講習会に出て来られないかたはどうするかというお

話がでてきましたが、私もいま６９歳ですけれども、まあ、年寄りとなると、

やはりラジオを聞いていますよね。それから、テレビもぼーっとですけれども

つけていて、うちの婆さんがテレビつけっ放しにしていますけれども、あの、



 

本当に１分位でも結構ですけれども、なんて言うんでしょう。スポット放映と

かスポット広報ですかね、その一生懸命出席しているかたはこの特殊詐欺につ

いて勉強されていると思います。ただ、その出席されていないかたにどうやる

かということで、いま考えて、私もお話を聞いていたら、ラジオも私ときたま、

最近、昔の高校の時に買ったラジオのスイッチ入れたら点きましたんで、ラジ

オとか、それからテレビ、何とかうまく、広報料、金かかると思うんですけれ

ども、何かこう上手くスポット的に交通情報みたいな感じでできないかなんて

思っています。 

 それとあと、若い人に対してとなるとＹｏｕＴｕｂｅですかね。 

特殊詐欺だったかな、私もちょっとテレビで見た、あれ、ＹｏｕＴｕｂｅで

見たんですかね。小池知事とヒカキンさんですか。特殊詐欺でなんかやってい

たのをちょっと見たような、１年前か２年前位に見た様な感じになりますの

で、まあ、若い人対象であれば、最近テレビ見てないですよね、ニュースも。

となれば、まあこうやってＳＮＳが問題になっているんであれば、それを逆手

で使うというか、若い人に今度はそういう、子どもの体験型安全教室も誘拐の

関係もそうでしょうけれども、そういうスポット的に、何かＹｏｕＴｕｂｅで

できるようなのもあれば、またその広報の中の一つとして、まあできるのはち

ょっと難しいかもしれませんけど、検討されたらいかがなのかなということ

で、その情報の入らない人に何とか情報を伝達できる方法を今の新しい方法と

昔のラジオの方法みたいなのと織り交ぜたらどうなのかなということで、ちょ

っと意見申し上げました。 

 

□事務局 

 はい。ありがとうございます。 

 今の点、事務局から何かコメントございますか。 

 

□事務局 

 はい、ありがとうございました。非常に良いご意見をいただきましてありが

とうございました。色々な媒体を使って高齢者だったり若者だったり広報して

いけたら非常に良いと思います。老人会とか出て来ない高齢者のかたに関しま

しては、各区のほうで、例えば、原信とかのスーパー、スーパーは誰でも結構

買い物に来られますので、そういったところで、各区、警察等と協働して街頭

広報、特殊詐欺の事を広報させていただいたり、高齢者訪問という形で各区取

り組ませていただき、直接広報するという形を取らせていただいております。 

スポット放送とか、確かにテレビとかラジオでやれば非常に効果は高いと思

いますが、予算とか色々な面もありまして、今後の引き続きの検討課題とさせ

ていただければと思います。 

 あと、若い人というと架空料金請求詐欺ですか。若い人はオレオレ詐欺とか

還付金詐欺とかはほとんど引っかかることはないので、架空料金請求詐欺に遭

う可能性が高くなっていますので、こちらもですね、若い人はＬＩＮＥを使わ

れることが多いので、市のＬＩＮＥ等で様々な手口を、詐欺の現状とかを広報

させていただいております。 

 また引き続き、色々な面からですね、高齢者だけでなく若い人向けにも色々

なチャネルから広報していきたいと思っております。以上です。 

 

□議長 

 はい。ありがとうございました。他にご意見等ございますか。 

 はい。髙𣘺委員。 



 

□髙𣘺(誠)委員 

 新潟商工会議所の西村総務部長にお尋ね申し上げます。私、会社経営で会費

も払っているんですけれども、大変勉強不足で、恩恵を受けていないような感

じがして、会議ばっかりで、大変申し訳ないんですけれど、勉強させていただ

きたいと思うんですけれども。今回、この場所に出られているということで、

新潟市の安心・安全ということを考えていただける代表だと思うんですけれど

も、例えば、いま私が先ほどから申し上げた支援活動補助金って、税金ですよ

ね。こういう場合で、商工会議所としても、結局、防犯機能付き電話、それか

ら防犯カメラ、企業様のＡＥＤとかもね、もちろんこれちょっと防犯とは関係

ないんですが、企業が設置しているところがあるんですけれども、もしでした

ら、そういう部分で商工会議所さんも企業に対して補助金を出すとか、そうい

う新潟市が安心・安全になるのであれば、商工会議所もお手伝いしましょうと

いうことで、何か恩恵があるようなというようなものは、いま現在はないんで

しょうか。 

 

□議長 

 西村委員、お願い致します。 

 

□西村委員 
 はい。私ども商工会議所はですね、地域の総合経済団体ではあるんですけれ

ども、いわゆる私どもから支援金とかですね、補助金というものをお出しする

制度はないんですよ。 

 それで、私どもが、主に活動しているのは事業者のいわゆる経営支援、融資

相談によりまして、経営資金を得るためのお手伝いという形で、私ども単体で、

お金をお出しするということができない団体です。逆に、私どもは、会員事業

所の皆様から会費を頂戴しておりまして、なおかつ、新潟県、あと新潟市さん

からも補助金を逆にいただいて、それを活用して事業を実施しておりますの

で、誠に申し訳ないんですけれども、商工会議所として、その支援金とか補助

金をお出しするようなシステムにはなっていないということでご理解いただ

けませんでしょうか。 

よろしくお願いします。 

 

□議長 

 はい。髙𣘺委員。 

 

□髙𣘺(誠)委員 

 ということで、この会議に出てらっしゃるということは、こういう話をただ

啓発したり、発信したりするだけであって、そういう事業に携わるとか、商工

会議所の会員って、ほとんどが県の防犯協会の賛助会員が入ってらっしゃると

思うんですよ。私は県の防犯協会の監査をしているんですけれども、ほとんど

優秀な会社の方々は賛助会員になっていて、反社ではない企業ということが保

証付けられているんですけれども、そういう部分でできましたら、今日この場

で返答はできないと思いますけれども、その情報発信とかじゃなくて、新潟商

工会議所とすれば、新潟市の企業の安心にも少しお手伝いできればなというふ

うに、中央区の防犯協会の会長として申し入れしたいと思いますので、是非、

ご検討いただければなと思います。この場では返事はできないと思いますが、

よろしくお願い致します。 

 



 

□議長 

 はい。ご意見ということでよろしかったでしょうか。 

 

□髙𣘺(誠)委員 

 はい。 

 

□議長 

 はい。そうしましたら他にご質問、ご意見等いかがでしょうか。 

 よろしいでしょうか。 

 はい。そうしましたら私から１点だけ、先ほど若者達への啓発という部分で、

最初にも話題になりました住居侵入盗、強盗が各地色々と発生しているという

状況があるというご指摘がありました。その中で、いわゆる強盗に入る実行犯

たちがですね、その簡易なテレグラムであったり、ＬＩＮＥだったり、そうい

う通信機器で犯罪組織と繋がるというところがあって、彼らがなぜ抜けられな

いかというようなところを報道で聞くと、入った段階で身分証であったりと

か、家族であったりとか、そういった情報を全部把握されてしまって、それで

もう抜けるに抜けられなくて事件を起こすに至っているというような報道を

されているというふうに伺っております。 

 ですので、そういった部分というのがですね、やはり犯罪、自分自身が巻き

込まれ、簡単に儲けようとして巻き込まれるという経過がどうもあるようです

ので、そういったところは、例えば暴力団排除の啓発活動をされている中で、

そういった反社が関わっている事件というふうに報道されていますので、そう

いった部分も含めて啓発活動の中身に入れていただくということも、今後検討

していただくのがよろしいかなと、こういうふうには感じておるところですの

で、ちょっと意見として述べさせてもらいました。 

 事務局、何かコメントありましたら。 

 

□事務局 

 野口会長、ありがとうございます。先ほどご紹介したとおり、私どもとして

は市内中学校に通う３年生を対象に暴力団排除の啓発活動のチラシを配って、

若いうちから広報啓発しようということでやっております。 

 大人につきましても、機会があれば、是非、様々なチャネルを通じて啓発活

動していければなと思います。 

 

□議長 

 はい。ありがとうございました。 

 そうしましたら時間が過ぎましたので、ご質問等がなければ以上で議事を終

えたいと思います。スムーズな進行にご協力いただきましてありがとうござい

ました。それでは事務局にお返ししたいと思います。 

 

□事務局 

 野口会長、大変ありがとうございました。いまお話ありましたように犯罪も

色々変わっていく中で、犯罪防止対策もそれに合わせて変わっていけるように

頑張って行きたいと思っております。 

 最後になりますが、次年度からの委員の改選についてご報告させていただき

ます。今年度末で委員の皆さまの任期が満了ということで、２年ということに



 

なりますので満了になります。現委員の皆さまにおかれましては、新型コロナ

ウイルス感染拡大下の協議会でありましたが、昨年度、第６次推進計画の策定

において多大なるご協力をいただきまして大変感謝申し上げます。 

 そして、次年度からの改選についてですが、公募委員の方と第２号委員にあ

たる各自治協推薦委員以外の皆さまにつきましては、また、今後再任について

個別で担当からご相談させていただきたいと考えておりますので、何卒、よろ

しくお願い申し上げます。 

 また、第２号委員にあたる各自治協議会推薦委員の皆様、改めまして大変あ

りがとうございました。前回、令和３年度の改選の時にですね、協議会の体制

をスリム化するという方針のもと、第２号委員につきましては、各区自治協委

員が委員になっていただいたところ、８名から４名に半減させていただいたと

いう経緯があるというところです。委員構成としましては、地域の特性を加味

して４自治協ごとの２年任期のローテーションとさせていただくということ

でしたので、令和３年度から令和４年度までにつきましては、北区、中央区、

西区、西蒲区の各自治協議会委員の皆様からご推薦いただき委員になっていた

だいております。 

 来年度以降、令和５年度、６年度につきましては、今回の８区のうちの違う

４区、東区、江南区、秋葉区、南区の自治協議会委員のかたからご推薦いただ

いて、ご就任していただく予定となっております。 

 今後も２年ごとの改選をするということを定番といいますか、そういった形

で進めていきたいということになっておりますので、あらかじめご了解いただ

けますようお願い致します。本当に大変ありがとうございました。 

 また、今後もそれぞれの立場から犯罪のない安心・安全なまちづくりの推進

のために引き続きご協力いただけますようよろしくお願い致します。 

 それでは以上を持ちまして、新潟市犯罪のない安心・安全なまちづくり推進

協議会、今年度の会議を閉会させていただきます。 

 大変ありがとうございました。 
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